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2) L. von Bertalanffy，“The History and Status of General Systems Theory，"旧仏 I
Klir Ced.)， Trends問 G印 eralSystems Theoη， 1971， pp. 21-24. 








されるロまた Thompsonは， natural systemアプローチに属するものとし亡


















関連して，個人の心理状踏を相対的に安定的に保とうとする恒向，を指す o (6) (2) pp. 163-164 
90 (428) 第 113巻第4.5号
るの。管理論においては， 有効訟組織化の方法は環境によって条件づけられる
と主張する状況適合理論 (ContingencyTheory)がこれに対応する。たとえば F.
Luthansはシ旦テム理論の発展〔従って一般、ンステム論〕を背景にして. O. R. 
や managementscienceなどの数量的アプローチと， 人間関係論以後の行動
















4) 'Bertalan妊y，o.ρcit.， pp. 24-28および L.V.ベノレタランフイ 「人間とロポット」長野敬
訳， 1971，特に13G-141くージ。
5) F. Luthans. "The Conti昭 encyTheory of M阻 ang回 lent;A Path out of the Jungle，" 
Bus問 essHori:wns. vol， XVI， No. :1， 1!:l73， pp. 67一刀、
6) F. E. Kast & J. E. Rosenzweig， '‘General Systerns Theory: App1ications for Orgatii 
zation血 dManagem印 t，"Acad，叩 lyof Management Journal， vol. 15. No. 4， 1972. PP 
447-41日
7) Emery & Trist (5)は Randomized-Clusteredと Static-Dynamic，Thompson (20)は
Hornogeneous-Heterogen四国と Stable--剖:liftingの三つ由次元を認めてい孔
















































Static 1. Placid-Randomized 2. Placid-Clustered 











input-変換 (throughput)← Dutputの形で資源主環境と交換する open-system
















[22J [23Jまた Harveyは，技術が変わりやすい (changeful)か脅かという観
点から，適切な組織化の方法は新製品導入の数に依存すると考えた。すなわち，
8) テクエ γクとは，一般に technologyIl)具体的な適用の技法である。 W.G スゴツト編著
「車且静願意と分析」高橋 松田監訳，昭和46年， 12ベー ジ参照し
9) 技術は，基本的には原材料とそれを変換する人間活動とり関係であり，組織構造とは，原材料
を変換させるため申請個人の相互作用に関するものである。 [17Jp. 197 
94 (432) 第 113巷第4・5号




















分析可能なサチ I1.-Routine 2. Engineering 
分析不可能なサーチ I 3. Craft I 4. Non-routine 
c. Perrow. (17J [18) 
更にここでは，組織の課業構造に関連して， コントロールと調整の二つの側
10) K Harvey，“Technology and the Structure of Organizations，" 'Amen"can品ω均叫r
Review. vo1. 33、No.2. 1968， pp. 247-259 
環境技術と組J織講造 (433) 95 





















織行動は生きを期しえない場合〕軍遂次的〔配中四国1)相互世存性〈たとえば， A.B. C. 0)組
織単位白聞に連続的な相互依存関係があり， Bの行為ほAOJ行為的あとにおいてのみ行われ， C
の行為はBの行為Dあとにおいてのみ行われるという場合〕①交E的 (reciprocal)相互依存性
(たとえばAのoutputがB'"旧 putになり， BのoutputがAの iupuiとなるような相互作
用の関係がある場合)(20) pp. 54-55 
12) デザイ γ及びプランエzグレベルは，他の領域よりも多〈の lnputを環境から受け取る。 そ
してそ白課業と技術は内部，外部両方の刺散を受ける。従って，製品に固有な性格は不変でも，
付随的危性格自急敢な変化によって技荷及び監督レベルがル テインでも，ノンノレ ティ γな課
業が導入されることもある。 (17)pp. 113-114 
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標準(1:;(ノレーノレやノレ ティンの確立)， プラ:/(;7ケン z ノレ)， 相互調整であると
主張した。 [20Jもちろん， 組織はこの三つの相互依存也をある程度もってい
る。 Lかし，ある特定の環境状況における企業は，そ、こにおいて「競争上もっ
とも重要な問題JCdominant competitive issue)に従って. 一つあるいは二つの











































































(J. w-LorRrh C10J p. 13; J. W. Lorsch & P. R. Lawrence [l1J p. 45) 































異はそれほど大きくなし ゴミ ι ニケ-:/'3.ンはやや閉鎖的であった。 また























の senseof com petence (自分の環境をうま〈マスターすることによって生じる満足
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